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■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。
当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断
ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の
価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属
します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場
合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容
は将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作
成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありま
せん。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関
する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

スパークス・アセット・マネジメント株式会社は
「リッパー・ファンド・アワード・フロム・リフィニティブ 2019 ジャパン」 において

「投資信託 株式部門 最優秀会社賞」を受賞しました。

リッパー・ファンド・アワード・フロム・リフィニティブ 2019 ジャパン」の評価の基となるLipper Leader Rating （リッパー・リーダー・レーティング）シ
ステムのファンドに関する情報は、投資信託の売買を推奨するものではありません。Lipper Leader Rating システムが分析しているのは過去
のファンドのパフォーマンスであり、過去のパフォーマンスは将来の結果を保証するものではないことにご留意ください。評価結果は、Lipperが
信頼できると判断した出所からのデータおよび情報に基づいていますが、その正確性、完全性等について保証するものではありません。

当表彰は、スパークス・アセット・マネジメント株式会社が受賞したアワードであり、当ファンドの受賞ではございません。

スパークス・アセット・マネジメント株式会社は
株式会社格付投資情報センターの選定による「Ｒ＆Ｉファンド大賞2019」において

「投資信託／総合部門」の「国内株式総合部門」で
「優秀賞」を２年連続受賞しました。

「Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、Ｒ&Ｉが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきＲ＆Ｉが保証するも
のではありません）の提供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証するものではありません。
当大賞は、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定されるその他業務（信用格付業以外の
業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置が法令上要請さ
れています。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はＲ＆Ｉに帰属しており、無断複製・転載等を禁じます。「投資信託／
総合部門」の各カテゴリーは、受賞運用会社の該当ファンドの平均的な運用実績を評価したもので、受賞運用会社の全ての個別ファンドにつ
いて運用実績が優れていることを示すものではありません。

当表彰は、スパークス・アセット・マネジメント株式会社が受賞したアワードであり、当ファンドの受賞ではございません。

｢リッパー・ファンド・アワード・フロム・リフィニティブ 2019 ジャパン｣は、リフィニティブが世界各都市で開催している｢Lipper Fund Awards from
Refinitiv 2019｣プログラムの一環として行われ、日本において販売登録されている国内および外国籍ファンドを対象に、優れたファンドとその運
用会社を選定し、表彰するものです。 選定/評価に際しては、Lipper独自の投資信託評価システム｢Lipper Leader Rating （リッパー・リーダー・
レーティング）システム｣の中の｢コンシスタント・リターン(収益一貫性)｣を用いています。

Refinitiv（リフィニティブ）について
Refinitivは世界有数の金融市場データのプロバイダーで、190カ国以上で4万社を超える企業・機関にサービスを提供しています。先導的な
データと洞察、トレーディング・プラットフォーム、市場データ・インフラストラクチャー、オープン・テクノロジー・プラットフォームを通じて、世界の
金融市場コミュニティを相互に接続し、発展を支えています。
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※略称は下記の取引市場を指します。 ※比率は対純資産総額
東1：東証1部、東2：東証2部、ﾏｻﾞｰｽﾞ：東証マザーズ、JQ：JASDAQ

※当ファンドはJASDAQ指数に連動するものではありません。
※基準価額は、信託報酬および実績報酬等控除後です。
※分配金再投資基準価額は、当該ファンドの信託報酬控除後の価額を用い、分配金

を非課税で再投資したものとして計算しております。
※過去の実績は、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

※2000年10月18日（設定日前営業日）を10,000として指数化
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※基準価額がハードル価格を超えると実績報酬が発生します。
詳しくは「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

【基準価額・純資産総額の推移】

基準日 2019年5月31日

※決算期に収益分配があった場合のファンドのパフォーマンスは、分配
金（税金控除前）を再投資することにより算出される収益率です。
従って実際の投資家利回りとは異なります。

基準価額 解約価額 純資産総額

40,603円 40,482円 44.81億円

ハードル価格： 46,685 円
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※比率は対純資産総額

【株式業種別構成 上位10業種（％）】

【株式市場別構成】

※比率は対純資産総額

(銘柄総数：57銘柄)
【組入有価証券 上位10銘柄】

（億円）

【運用実績】

ファンド JASDAQ

過去1ヵ月間 -6.19 -5.64 第14期 2014/10/15 500

過去3ヵ月間 -5.85 -4.49 第15期 2015/10/15 500

過去6ヵ月間 -11.84 -7.28 第16期 2016/10/17 500

過去1年間 -11.61 -17.51 第17期 2017/10/16 600

過去3年間 39.05 27.47 第18期 2018/10/15 700

設定来 389.96 115.95 4,250

過去のパフォーマンス(％)

設定来累計

直近の分配実績（円）

※比率は対純資産総額

資産種類 比率(％）
株式 93.5
投資信託証券 0.0
その他株式関連証券 0.0
現金その他 6.5

銘柄 市場 業種 比率(％）

1 センコーグループホールディングス 東1 陸運業 4.3

2 ＮＥＣネッツエスアイ 東1 情報・通信業 4.2

3 パルグループホールディングス 東1 小売業 3.6

4 日鉄ソリューションズ 東1 情報・通信業 3.6

5 三洋化成工業 東1 化学 3.5

6 エレコム 東1 電気機器 3.4

7 タクマ 東1 機械 3.3

8 パルコ 東1 小売業 3.1

9 藤森工業 東1 化学 3.0

10 トランス・コスモス 東1 サービス業 2.7

市場 比率(％）
東証１部 92.9
ジャスダック 0.0
東証２部 0.6
東証マザーズ 0.0
その他市場 0.0
株式組入比率 93.5

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく
開示書類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお
受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は
変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損
失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預
貯金・金融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場
合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行いま
す。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の
数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものでは
ありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われること
があります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。
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【運用担当者のコメント】

◆株式市場の状況

5月の日本株式市場は、大型連休明けからトランプ米大統領の中国への追加関税引き上げの報道により先行

き懸念から下落して始まりました。その後も製造業中心に決算や業績見通しの悪化、中国の大手通信機器メー

カーの華為技術（ファーウェイ）への追加制裁措置などが嫌気され、月末にかけても下落傾向が続きました。

今後の米国経済見通し懸念から米国金利低下観測が広がり円高に進んだことも嫌気されました。

この結果、TOPIX（配当込み）は前月末比6.52%の下落し、当ファンドのベンチマークも同5.64%の下落とな

りました。

◆ファンドの運用状況

当ファンドのパフォーマンスは、前月末比6.19%の下落となりました。

当月、前月末に発表された決算が好感されたことに加え、一部の証券会社によるレーティングの引き上げな

どが行われた日鉄ソリューションズなどが、プラスに貢献しました。一方、受注の伸び悩みを受け業績下方修

正を発表した日精エー・エス・ビー機械などが、マイナスに影響しました。

5月の売買行動としては、引き続き既保有銘柄の買い増しとともに、株価が上昇し割安感が薄れた銘柄、当

初の投資仮説から実態が乖離した銘柄の売却を行っています。また、住宅ローンの不正利用を巡る報道を受け

株価は下落したものの、業績への影響は軽微に留まる可能性が高いことに加え、新商品の投入による新規事業

開拓など成長戦略への期待ができる企業などに、新規投資を行いました。

◆今後の運用方針

当月は、前月から一転し、米中貿易摩擦の激化から外需関連銘柄を中心に大きく下落する「リスクオフモー

ドの展開」となりました。

米国の対中関税引き上げ発表後も、中国による報復関税、中国の大手通信機器メーカーの華為技術（ファー

ウェイ）への追加制裁措置、メキシコへの制裁関税と、日ごとに変わるニュースフローに相場が逐一反応する

不安定な状況が続いています。特に、今期計画が市場想定を下回った銘柄が大きく売られるなど、短期的で

あっても業績の不透明感を強く反映する動きが目立ちます。

また、PBR（株価純資産倍率）の低い割安銘柄で構成されるTOPIXバリュー指数と、PBRの高い割高銘柄で構

成されるTOPIXグロース指数との乖離は、3年ぶりの水準まで急速に拡大しています。

依然として先行き不透明感は強く、楽観視できる状況にはない一方、年初から長引く株価の調整で「悲観さ

れている」銘柄数が増えてきています。産業が構造的に抱えるリスクや地政学的リスクを勘案しつつ、投資機

会の発掘に努めます。

私どもは「いい会社を安く買う」投資戦略に基づき運用を行っています。それは、市場から無視されていた

り、嫌われていたりするものの、将来の成長機会を獲得できる「いい会社」に対する、中長期視点の投資です。

一般的な「いい会社」とは、新たな製品やサービスを投入することで市場を拡大させ成長するため、企業価

値は時間を追うごとに増えていくと考えられます。一方で、短期的な業績悪化や市場全体の下落など、様々な

要因で株価は大きく変動することが想定されます。このような、企業価値と市場価格との間に大きなギャップ

こそが、魅力的な投資機会であると考えています。

（次ページへ）

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基
づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、
必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基
準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落
により、損失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投
資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会
社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託
委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれ
ている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動
きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありません。また記載内容は予
告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンド
に関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。
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（前ページより）

特に私どもが注目をするのは、「実態価値の成長が期待できるかどうか」です。一般的なバリュー投資の場

合、実態価値に対し割安となった銘柄に対し投資を行います。しかし、実態価値の成長が見込めない場合、な

かなか再評価されず投資資金が寝てしまう「バリュートラップ（割安のわな）にはまる」ことがあります。こ

のような状況を回避するためにも、中長期での成長確度に対する評価がより重要だと考えています。

◆銘柄紹介

今月は、投資銘柄の一つである「日鉄ソリューションズ」についてご紹介します。

日鉄ソリューションズ（以下「NSSOL」）は、日本最大の鉄鋼メーカーである日本製鉄の情報システム部門

を前身として設立されたシステム開発企業です。1960年から長きにわたって高品質の製品を24時間、365日ノ

ンストップで生産するための現場で培われてきた技術、ノウハウをシステム全体にわたって展開してきた実績

が同社の最大の強みです。この強みを活かし、2,000社に上る幅広い顧客に対しサービスを提供しています。

ソフトウェア技術の発展とともに、人手不足や働き方改革など外部環境の変化を受け、日本企業のIT投資は

増加を続けています。従来、IT投資はコスト削減や管理など「受け身」として位置付けられていましたが、生

産性改善や営業効率を改善させるための「攻め」へも対象が拡大してきています。経営における「ITの重要

性」は着実に高まる傾向にあり、IT産業は今後も構造的な拡大が見込まれます。

株式市場ではIoT、クラウド、セキュリティなどの分野で需要拡大が見込まれるIT企業は、「成長株」とし

て高い株価評価がなされています。特に新たなサービスを提供する企業は、話題性も伴って高い評価が許容さ

れる傾向にあると考えられます。その一方、成長がSE人員の拡大に依拠されやすく急速な成長が見込まれない、

NSSOLを含む「旧来のシステムインテグレータ企業」は相対的に低い株価評価が続く状況にあります。

しかし私どもは、中長期で需要拡大の恩恵を享受できるのは、顧客との強い関係を有し、顧客の潜在需要に

応えることのできる企業だと考えています。いくら先進的なサービスであっても、顧客からの認知が高まらな

ければ成長余地はどうしても限られてしまいます。昨今のITサービスの高度化を受け、顧客側が対応しきれて

いないと見られるケースを散見します。今後このようなケースは増加していく可能性が高く、「顧客が相談で

きる相手」としての立場は重要性を帯びます。この点においてNSSOLは、大手企業を中心とした顧客網を有し、

需要増の恩恵に浴すると、私どもは考えています。

NSSOLの先行きへの懸念材料は、景気悪化に伴うIT投資の抑制です。IT投資は設備投資に遅行する性質があ

り、製造業を中心とした設備投資抑制が本格化すればIT投資にも抑制圧力が避けられません。ただNSSOLにお

いては日本製鉄を除く製造業比率は2割前後に留まり、競合他社比でも影響は限定的だと考えています。

前月の当該レポートでご紹介した「三洋化成工業」が、同社の約２倍の事業規模を有する株式会社日本触媒

（以下「日本触媒」）との経営統合の検討に関する基本合意書締結を発表しました。内需減少や海外企業との

競争激化など、両社が持つ強い危機感に対する合理的な判断と考えられます。日本触媒はアクリルチェーンを

中核とした有機合成技術に、三洋化成工業は界面活性技術に強みを持ち、高い相互の技術補完性から来る事業

基盤強化や新規事業開発の加速などが見込まれます。私どもは、高い技術力と強いリーダーシップによる新た

な成長戦略に期待をしています。

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基
づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、
必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基
準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落
により、損失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投
資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会
社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託
委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれ
ている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動
きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありません。また記載内容は予
告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンド
に関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。
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当ファンドは、日本の株式に投資し、信託財産の中長期的な成長を目標に、積極的な運用を行

うことを基本とします。 
 

ファンドの特色 

ＩＴ化、新技術開発、経営革新を進めている成長企業と日本社会の構造変化への適応力の高い

企業に注目した、小型株式中心に投資するファンドです。 

１. 銘柄選定基準として、以下の点に着目して投資を行います。 

（1） 中長期的に高い成長が期待される企業 

（2） 収益力に対して株価が割安に放置され、かつ経営体質の改善等変化の兆しが認

められると判断した企業 

（3） 上記の成長、変化を支える優秀な経営陣、技術等を有している企業 

２. ベンチマークは JASDAQ 指数※とします。 
※ JASDAQ 指数（JASDAQ INDEX）とは、JASDAQ に上場している内国普通株式全銘柄を対象として時価

総額加重方式で算出される株価指数です。 
JASDAQ 指数の指数値および商標は、東京証券取引所の知的財産であり、一切の権利は同社に帰属
します。 

３. 株式の組入比率は、高位に保つことを原則としますが、株式市場が中長期的かつ大幅に

下落すると判断される場合は、組入比率を低めることにより、可能な限り機動的、弾力的に

対処します。 

スパークス・アセット・マネジメント株式会社について 

◆ 一貫した投資哲学と運用プロセスを実践する独立系運用会社です。 

スパークスは、１９８９年の創業以来、株式市場を取り巻く環境がいかに厳しくとも「マクロはミ

クロの集積である」という投資哲学の下、ボトムアップ・リサーチを行っております。 

親会社であるスパークス・グループ株式会社は JASDAQ 市場（銘柄コード８７３９）に２００１

年１２月に運用会社として初めて上場いたしました。 

  

ファンドの目的 
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投資リスク 
 

基準価額の変動要因 

当ファンドは、主として国内の株式などの値動きのある有価証券に投資しますので、ファンドの基準価額は変動しま
す。従って、投資者の皆さまの投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元金を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者の皆さまに帰属します。また、投資信託
は預貯金と異なります。 

株価変動リスク 

一般に株価は、個々の企業の活動や一般的な市場・経済の状況、国内および国際的な政治・経済情勢等に応じて変動
します。従って、当ファンドに組入れられる株式の価格は短期的または長期的に下落していく可能性があり、これらの価
格変動または流動性に予想外の変動があった場合、重大な損失が生じる場合があります。 

中小型株式等への投資リスク 

当ファンドは、中小型株式等へも投資します。こうした株式は、比較的新興であり、発行済株式時価総額が小さく、売買の
少ない流動性の低い株式が少なくありません。その結果、こうした株式への投資はボラティリティ（価格変動率）が比較的
高く、また流動性の高い株式に比べ、市況によっては大幅な安値で売却を余儀なくされる可能性があることから、より大
きなリスクを伴います。 

信用リスク 

組入れられる株式や債券等の有価証券やコマーシャル・ペーパー等短期金融商品は、発行体に債務不履行が発生ある
いは懸念される場合には価格が下がることがあり、また、投資資金を回収できなくなることがあります。 

その他の留意事項 
●システムリスク・市場リスクなどに関する事項 
証券市場は、世界的な経済事情の急変またはその国における天災地変、政変、経済事情の変化、政策の変更もしくはコ
ンピューター・ネットワーク関係の不慮の出来事などの諸事情により閉鎖されることがあります。このような場合、一時的
に換金等ができないこともあります。また、これらにより、一時的にファンドの運用方針に基づく運用ができなくなるリスク
などもあります。 

※基準価額の変動要因（投資リスク）は、上記に限定されるものではありません。 

 

その他の留意点 

・ 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。 

・ 収益分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益の水準を示すものではありません。 
収益分配は、計算期間に生じた収益を超えて行われる場合があります。 
投資者の購入価額によっては、収益分配金の一部または全部が、実質的な元本の一部払戻しに相当する場合があ
ります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。 
収益分配の支払いは、信託財産から行われます。従って純資産総額の減少、基準価額の下落要因となります。 
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お申込メモ（お申込の際には投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔お問い合わせ先〕 スパークス・アセット・マネジメント株式会社 

ホームページ https://www.sparx.co.jp/ 電話番号：03-6711-9200（受付時間：営業日 9：00 ～ 17：00） 

 
 
  

ファンド名 
スパークス･ジャパン･スモール･キャップ･ファンド 

（愛称：ライジング・サン） 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2000 年 10 月 19 日から 2030 年 10 月 15 日 

決算日 
毎年 10 月 15 日 

（休業日の場合は翌営業日） 

収益分配 

原則として毎決算時にファンドの基準価額水準、市況動向

等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が

少額の場合には、分配を行わないこともあります。 

お申込時間 

各販売会社で毎営業日お申込いただけます。お申込時間

は、原則として午後 3 時までとします。 

当該時間を過ぎた場合は翌営業日の受付となります。 

お申込単位 販売会社が定める単位 

お申込価額 お申込受付日の基準価額 

解約のご請求 

販売会社の毎営業日に販売会社が定める単位で解約を請

求することができます。お申込時間は、原則として午後 3 時

までとします。当該時間を過ぎた場合は翌営業日の受付と

なります。 

※委託会社は金融商品取引所等における取引の停止、そ

の他やむを得ない事情があるときには、解約請求の受付

を中止することができます。 

解約価額 
解約請求受付日の基準価額から信託財産留保額を差し引

いた価額 

解約代金の 

受渡日 

解約請求受付日から起算して、原則として 5 営業日目からお

支払いします。 

 

【課税上の取扱い】 
課税上の取扱いについては投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。

 
 

お客様にご負担いただく手数料等について 
＊下記手数料等の合計額については、お申

込金額や保有期間等に応じて異なります
ので、あらかじめ表示することができませ
ん。 

【お申込時】  
■お申込手数料 

お申込受付日の基準価額に 3.24%（税抜
3.0%）を上限として販売会社が定める手数
料率を乗じて得た額 

【ご解約時】 
■信託財産留保額  

解約請求受付日の基準価額に対して 0.3%
の率を乗じて得た額 

■解約手数料  
なし 

【保有期間中】 
(信託財産から間接的にご負担いただきます) 

■信託報酬 
純資産総額に対して年率 1.836%（税抜
1.7%） 

■実績報酬 
日々の基準価額がハードル価格を上回っ
た場合、当該基準価額と当該ハードル価
格の差額の 12.96%（税抜 12%）を費用計
上。実績報酬は決算期毎に信託財産から
支払われ、ハードル価格も決算期毎に見
直されます。 

■その他の費用等  
(1)監査報酬、投資信託説明書（目論見書）

や運用報告書等の作成費用などの諸費
用（純資産総額に対して上限年率 0.10%
（税込）） 

(2)有価証券売買時の売買委託手数料等
は、ファンドの運用による取引量に応じて
異なりますので、事前に料率や上限額等
を表示することができません。 



 

スパークス･ジャパン･スモール･キャップ･ファンド 

愛称: ライジング・サン 

 

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書
類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上
詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、
元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込
む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではな
く、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく
支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保
証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時
点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証する
ものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をす
ることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。 
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マンスリーレポート

スパークス・アセット・マネジメント株式会社

ファンドの関係法人について 
●委託会社 スパークス・アセット・マネジメント株式会社  
  金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 346 号 
 （加入協会） 一般社団法人投資信託協会 一般社団法人日本投資顧問業協会 日本証券業協会 
         一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

信託財産の運用指図、受益権の発行等を行います。 

●受託会社 三井住友信託銀行株式会社 
委託会社の指図に基づく信託財産の管理等を行います。なお、信託事務の一部につき日本トラスティ・サービス信託銀行株
式会社に委託を行います。 

●販売会社 下記一覧参照 
ファンドの受益権の募集・販売の取扱い、一部解約請求の受付、一部解約金・収益分配金・償還金の支払いの取扱等を行
います。  

販売会社 登録番号 

加入協会 

日本証券業 
協会 

一般社団法人 
金融先物取引

業協会 

一般社団法人
日本投資顧問

業協会 

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

エイチ･エス証券株式会
社 

金融商品取引業者 
関東財務局長 
（金商）第35号 

○    

株式会社ＳＭＢＣ信託
銀行 ※１ 

登録金融機関 
関東財務局長 
（登金）第653号 

○  ○ ○ 

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 
関東財務局長 
（金商）第44号 

○ ○  ○ 

カブドットコム証券株式
会社 

金融商品取引業者 
関東財務局長 
（金商）第61号 

○ ○   

髙木証券株式会社 金融商品取引業者 
近畿財務局長 
（金商）第20号 

○    

東海東京証券株式会社 
かんたんダイレクトサービス専用 

金融商品取引業者 
東海財務局長 
（金商）第140号 

○ ○  ○ 

松井証券株式会社 金融商品取引業者 
関東財務局長 
（金商）第164号 

○ ○   

マネックス証券株式会
社 

金融商品取引業者 
関東財務局長 
（金商）第165号 

○ ○ ○  

株式会社三井住友銀行 
インターネット・モバイル専用 

登録金融機関 
関東財務局長 
（登金）第54号 

○ ○  ○ 

三菱ＵＦＪモルガン・スタ
ンレー証券株式会社 

金融商品取引業者 
関東財務局長 

（金商）第2336号
○ ○ ○ ○ 

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 
関東財務局長 
（金商）第195号 

○ ○ ○ ○ 

スパークス・アセット・マ
ネジメント株式会社 

金融商品取引業者 
関東財務局長 
（金商）第346号 

○  ○ ○ 

※１ 株式会社ＳＭＢＣ信託銀行は、一般社団法人投資信託協会に加入しています。 

 

〔お問い合わせ先〕 スパークス・アセット・マネジメント株式会社 

ホームページ https://www.sparx.co.jp/ 電話番号：03-6711-9200（受付時間：営業日 9：00 ～ 17：00） 

 




